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1 序論

指導要領の日本語排除、英語学力低下、口頭英語重視、方針や見通しの欠如

2 英語教育と近代日本語の成立

2.1 翻訳による書記言語としての近代日本語の成立

近代日本語は国民国家言語として政治主導で創出、西洋言語からの翻訳が貢献

2.2 近代化の完遂と｢英文和訳｣の隆盛そして凋落

学校制度の中で翻訳が「英文和訳」に変容、「英文和訳」は学校内外で嫌われ始める⇒いきおい余って英文解釈、作業訳、翻訳まで否定

3 情報革命と｢知識言語｣

3.1 情報革命のメディア生態学

情報の汎用記録・大量保存・高速検索・連結化、知識の体系化・偏在化・進化

3.2 機能分化による｢知識言語｣概念

社会＝コミュニケーションが環節分化⇒中心/周縁分化⇒成層分化⇒機能分化、英語も知識言語として機能分化的に普及している、情報革命と高度知識社会化が英語の普及を後押し、英語は中心/周縁分化や成層分化的に普及しているのではない、英語教育は知識言語という核をもとに拡充すべき

4 ポスト近代の｢言語｣と翻訳

4.1 複数の言語と言語の複数性

知識言語として英語が人類を単独支配することの是非、複言語主義による複合的な言語能力観、一つの言語の中の複数性、英語教育と日本語（国語）教育は複合している

4.2翻訳の倫理性と政治性

コミュニケーションと言語成立における翻訳の重要な働き、翻訳教育の導入は短期的には無理だが長期的には検討すべき、翻訳により日本語文化が人類に貢献、日本語の維持・進化にも貢献

5 ポスト近代日本の英語教育の道筋

(1)口頭言語重視路線、(2)書記言語重視に転換: (2a)日本の知識言語を英語にしてしまう、(2b)英日・日英両方向の翻訳を部分的に導入、(2c)両方向の翻訳を全面的に導入
